
経済
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ラテン・アメリカ経済に藩目すれば、この地域の近代化は汁２次大戦後に始設った。ことに

近代化というのは，広雅の工雄化（工業主義）をjulじての経済自立の逮ＩＤ(過程である。さらに

経i月f自立の意味するところI士、対外均衡と対内均衡の逮成である｡

近代化をそのにない手である経濟人のイデオロギーに即してみれば，少なくと‘戦iMIにおい

ては輸入されたイデオロギーであった。つまり，ラテン・アメリカの後進性の典の原因とその

除去策についてのjIuh3l固有のイデオロギーは生Ytれ左かつ☆。１９世紀の経滅的自由主義の時

代においては，jUFiの縫進性はラテン・アメリカ人Ei身の民族的欠陥の所為とされ，一部にお

こった保護主銭思想において1,,後進性の原因ltlZI際収支の赤字に求められた。世界恐慌はこ

の地域に綻済政策敵命と称されるほどの政策変化を余儀たくしたが，これｷﾘ本質においては１

１ウロ臨品輸出を促jltするとと《,に，給人を抑えるとい，斑易･為替政餓が主Ⅱ凸でふった。したか

って，ｍＭ１１のエ雛化は，経済の対外脆弱性の処.ＩＥ，すなわち先進工瀧１Ｍと１１k戯品輪出1ﾖの本

寅的葦興の畿織Hに基づく《，のではなく，むしる斑易・為替政簸のﾊﾘ産物としておこったＩ’ので

あった。し力､し､この時拶iにj1妙IRhHjｲｧの粍侭殖匹のイデオロギーが形'広さjしる紫地が培われて

いった。それが嘘陵のプレピブンユ・ＥＣＬＡ｣'1鐘とＬて錆実することにたる。

城後のラテン・アメリカの経済光腔は，主として輸入代替のための工菜化を中心にめざまし

い1,のがある。に１，カ゜かわらず，ラテン・アメリカ社会の仲iiH生や封延性がしばしは満述され

る。それは，維本的には先辿囚の工莱化過程とラテン・アメリカのそれとの買的相述に根ざす

１，のであろう。し刀.し，ラテン・アメリカ社会１ｔ，いわゆる伝状的社会のように閉釧的，硬直

的な《’のでは近い。その雅本的構造に若しい姿化なしに稲との近代化の礫素を吸収し得る伸縮

性を示している｡工業化に件まう都T1i躯中化，鮭碕における政胸部''１１の役割のj繍大，人口のよ

り大なる政治参加などがその証拠である。しかし，これらは人口の一部についてのみ見られる

x,l望であって，大部分の人仁ｗｊ生活水酩改穆や政治過程への参加の機会は、依然として従来の

ままにとり磯されている。いわゆる経済的・社会的不平等が正す注す拡大する師向にある。

経済が惇Iwiしている限りＤ近代化のための社会的鍬条件の改善は困難である。しかし，経演

か急､連に発展して弥縫涜的・社会的不平等がjhL正される保証は全くない。縫演的動態を&I会
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的助態にいかにして結びつかせるか。ここにラテン・アメリカの近代化のための雅本的な113:ｌｌ１ｉ
かある。

社会思想

クスタポ・アンドラーデ

主として倫川1磯の立賜からラテン・アメリカの近代化を日本の近代化との比較において検討

してみたい。ｎ本がulwi雛持以後，急速に近代化の過程をたどったことはい走さらいうまで１，

ないことてあるか,それをラテン・アメリカの近代化の歩みと比較して，雌ＩＤ顕鵜左相違点は

ロ側日に対する蝉唆ロである。

日本の鵯介は，当'螂倣に侵され，ilK洋の杣氏地化する危険があり，この危険力.らＩ別を守る

ため剛締して立ち上がる必袈があった。つ在り，Ⅲj臼に不安があるため比，今日はできるだけ

のことをやるというjMIiih家の鮒１１'か培われためで｡もる。これに対し，ラテン・アメリカは災な

った文化に霜竹ｳ゜されたのは’６１１t緒のことであり、近代化に当たってi｝N【しい文化の対立I?kまく

元来,IIwwjV1のに対する述和感はほとんどないといって災い。したがって，明日への不安が
まくDIDj日に対しては鯨しい可能性と術朝を持っている゜つまりＨａＳｔａｍｎｎａｎａという

ことになり，近代化のテンポはおのず力･ら迎<なった。しか《』西洋文化を早空と受け入れた４，

のｸﾞ)，その#l;会櫛ilIiはlⅡ’!依然としてお!），近↑(:化の鍵件化｣上十分で左い。そこで，jll1想とjjl1ｿ‘

のギャップが４１:じ，その帰結として,急がず少しずつやるロという態岻にたった！｣のと忠わｊＬ

る｡

ラテン・アメリカがとの工，を態度をとるに至っている饗困としては０オ１にこの119域が熱

jli『たいしrt亜熱帯にあり，凱候的条件からUlElには黙意のない態峻を示していることである。

汁２１ｔ自然資源の賦存状態から，少し男カナオLは生活できるということである｡オ５は宗教の

l鯵ＩＦである。日本は鯉川時代にすでに宗教が世俗化して現世的な《bのになっていたのに対し，

ラテン・アメリカの岨合はキリスト教が希望を《，たらす信仰としての安心感を人々に$たらし

依然として価値磯の形成に大きな影樗を与えていることである｡ラテン・アメリカの近代化を

考える拠合は，こうした倫理感の相遮を弱過してはたらないと思う。

(文資水野一）
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